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春を呼ぶ伝統行事、奈良・東大寺

二月堂の「お水取り」（３月12日深夜）

になくてはならないのが籠たいま

つ。この籠たいまつを作るために、

毎年、各地から最高の素材が集め

られている。

今回取材したのは、籠たいまつを束

ねるのに欠かせないつるを100年以

上も奉納し続けている「江州紫香楽

一心講」の皆さん。甲賀市内の採取

現場に同行し、お話を伺った。

「クツワ蔓という、河川敷に生える、

水分を含んだ真っすぐでしなやかな

つるがたいまつに適しています」と

世話役の植西一彦さん。

つるの採取は毎年、１月中旬から２

月中旬。タバコから人さし指ぐらい

の太さの10～15㍍の長さのつるが

最良だとか。

一心講のメンバー11人は、つるの

自生地の情報集めに真夏から取り

掛かり、厳寒期の刈り取り作業に

備えている。 

しかし、このつる採取が年々困難に

なってきている。「コンクリート敷

きの河川が増えたり、河川の一斉清

掃などで、自生のつるが激減してい

るのが原因」とメンバーは話す。軽

トラック２台分（約200㌔）以上のつ

るを採取するのは並大抵でない。

「たいまつは、どの材料が欠けても

作れません。寒さに耐えたこの土地

のつるが熱い火に耐え、最後までた

いまつの形を保ちます。何としても

伝統を守り抜きたい」と植西さん。 

一心講では、つるの自生地情報や 

２月上旬まで続く刈り取り作業を

手伝うボランティアを募集している。

２月11日（祝）には、昔行われた方法

でつるを同寺に奉納する「蔓おさめ」

を再現する計画も進行中とのこと。

このチャンスは、歴史・写真ファン

にとっては絶対に見逃せない！

詳細は植西さんまで。 　　（取材・高井）

米　原

大　津

●場所：びわ湖ホール 小ホール（大津市打出浜15-1）
●開演：14：00（開場13：30）　●料金：1,000円　※全席指定
●備考：6歳未満の入場不可
●問い合わせ：びわ湖ホールチケットセンター/077- 523 -7136（10：00～19：00）

長　浜

日　野

3/7
（土）

守　山

●場所：守山市立図書館 2階展示ホール（守山市守山5-3-17）
●時間：10：00～17：00　※2/8は16：00まで　●料金：無料
●問い合わせ：守山市立図書館/077- 583 -1639

開催中
▼
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（日）

開催中
▼

2/22
（日）

2/8
（日）

2/8
（日）

2/14
（土）

安　土

●場所：文芸セミナリヨ（蒲生郡安土町桑実寺777）　●開演：14：00（開場13：30）
●料金：500円　※全席自由　●問い合わせ：文芸セミナリヨ/0748-46-6507

Menu

プレゼント
Ｏｈ！Ｍｅ持参の方
会計10％OFF※ケーキセットご注文の方に限るＯｈ！Ｍｅ1枚につき１グループ全員

有効期限
2/28まで

●TEL：0748-82-0732

●場所：日野町町民会館 わたむきホール虹（蒲生郡日野町松尾1661）
●開演：13：30（開場13：00）
●料金：前売り500円　当日600円　※小学生以下無料
●問い合わせ：定期演奏会実行委員長 若林/0748-52-2921

●場所：滋賀県立文化産業交流会館 イベントホール
　　　(米原市下多良2-137)
●開演：18：30(開場18：00)　●料金：6,800円　※全席指定
●問い合わせ：滋賀県立文化産業交流会館/0749 - 52- 5111

竜王町山之上に昨年末オープンしたばかりのニッ

トカフェ「ｍｏｃｏ ｍｏｃｏ」。 

ゆっくりくつろげるソファ席ではコーヒーを飲ん

だり、編み物をしたり、本を読んだり……自分流

の過ごし方が楽しめる。

オーナーの杉本里美さんは「自分だけの特別な時

間を過ごしてほしい」と話す。

おすすめは「ケーキセット」（800円）。とくに今の

季節は、すぐ近所の農家から届くイチゴを使った

「イチゴシフォンケーキ」がおすすめ。

このケーキには「新鮮で安全」と、地元で評判

の卵が使用され、ふっくらと焼き上げられて

いる。横に添えられるミルクアイスも同じく、

地元の牧場のもの。

ランチメニューでも竜王町で取れた米や野菜など、

地元の食材がふんだんに使われている。

また、毎月１回、講師を迎え、みんなで編み物を

楽しむ「ニットカフェ日」が開かれている。

寒い季節、温かい飲み物を味わいながら編み物を

楽しむ……。そんなぜいたくな時間を楽しんで。

（取材・福本）

cafe moco moco

●蒲生郡竜王町山之上3279-11 
●TEL：0748-57-1880
●時間：9：00～19：00（L.O.18：00）
●定休日：なし　●駐車場：9台

●時間：14：00～16：00
●料金：2,000円（先着5人）
　　　　 ※カフェ代、キット代、受講料込み

●場所：長浜市長浜城歴史博物館（長浜市公園町10-10）
●時間：9：00～17：00　※入館は16：30まで　●休館日：会期中無休
●料金：一般400円　小中学生100円 ※湖北2市6町の小中学生は無料
●問い合わせ：長浜市長浜城歴史博物館/0749 - 63 - 4611

すぎもとさと み
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パキスタン在住約30年の督永忠子

さん（彦根市出身）は、現地で旅行会

社とホテルを経営するかたわら、

長年、いろいろなボランティア活

動を行っている。例えば、パキス

タンとアフガニスタンで、女性の

社会的自立支援を目的に、縫製・

刺繍教室や識字教室を、パキスタ

ンで母子健康指導センターを運営

している。

今回は、日本に一時帰国中の督永

さんにパキスタン料理の「チキン・

カラヒ」と「サモッサ」を教えていた

だいた。「カラヒ」とは「鍋」を意味し、

鉄鍋で煮込んだ汁気の少ないカレー

のこと。じっくり、焦がさないよ

うにタマネギをあめ

色になるまで炒める

ことがコツだ。

「サモッサ」は、大人

から子どもまでが、

小腹が空いたときに

気軽に食べられるスナック料理。

スパイシーだが、辛さはそれほど

強くなく、奥深い味わいだ。

「食を知ることによって、パキスタ

ンという国に興味を持ってもらえ

ればうれしい」と督永さん。

さあ、パキスタン料理にチャレン

ジしてみよう！　　　　（取材・高木）

【材料】骨付き鶏肉：500㌘、玉ねぎ：300㌘
トマト（缶詰の水煮でも可）：200～300㌘
にんにく：半個（半片ではない）、油：80～
100ｃｃ、カレーミックスパウダー：適量、
ガラムマサラ：適量、塩：少々

■熱した鍋に
オイルを入れ、
薄切りにしたに
んにくと玉ねぎ
をあめ色になる
まで、よく炒める。 

■1に鶏肉とトマトを入れ、よく混ぜ
てカレーミックスパウダー、ガラムマ
サラを入れ、しっかり炒め、弱火で
水分がなくなるまで蒸し煮にする。 

■最後に塩で味を調え、器に盛る。 

【材料】じゃが芋：２個、玉ねぎ（みじん切
り）：1/2カップ、カレーミックスパウダー：
少々、ガラムマサラ：少々、塩：少々、油：
大さじ１、春巻きの皮、揚げ油：適量

■フライパンに油を熱しニンニク、
玉ねぎを入れあめ色になるまでゆっ
くり炒める。

■1.5㌢角に切ったじゃが芋、スパイ
スを入れ、塩・水を加える。  

■ジャガイモにしっかり火が通っ
て水分がなくなるまで炒め煮る。

■春巻きの皮に3の具をのせて三角
になるように包み、たっぷりの油で
揚げる。

ニットカフェ日2/12（木）

※スパイスは、お好みで加減を

刈り取り作業ボランティア
とツルの自生場所情報を募
集中です！

取材日の蔓採取に参加されていた江州紫香楽一心講の皆さん
（左から２番目が世話役・植西さん）

督永忠子さん督永忠子さん督永忠子さん

オーナーの杉本さんオーナーの杉本さんオーナーの杉本さんイチゴシフォンケーキセットイチゴシフォンケーキセットイチゴシフォンケーキセット
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